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迎
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ぐ
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出
島
短
歌
会

五
月
晴
れ「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」で
バ
ラ
園
に
花
と
香
り
に
憩
ふ
ひ
と
と
き	

小

室

貞

江

今
宵
ま
た
母
を
偲
び
て
泣
く
孫
の
時
よ
涙
を
ぬ
ぐ
っ
て
お
く
れ	

名

倉

子

垂
直
に
落
下
の
夕
陽
引
き
入
れ
て
沼
地
は
無
言
の
夕
ぐ
れ
と
な
る	

岡

田

恭

子

和
ダ
ン
ス
の
揺
れ
に
あ
わ
て
て
逃
げ
る
猫
三
・
一
一
の
怖
き
忘
れ
ぬ	
浜

田

留

子

里
の
母
髪
ふ
つ
く
り
と
結
ひ
上
げ
し
を
杳
き
記
憶
の
一
夏
に
あ
り	
飯
島
ヒ
ロ
エ

▼投稿作品（俳句・短歌・川柳）を募集しています。 7月3日金までに情報広報課（〒300-0192　大和田562番地）へお願いします。

「
カ
キ
ア
イ
ラ
ン
ド
」を
君
は
見
た
か
？

（
崎
浜
カ
キ
化
石
床
）

【
13
万
年
前
の
海
と
貝
の
化
石
】

霞
ヶ
浦
周
辺
で
は
、
台
地
周
辺
の
地
層
か
ら

貝
の
化
石
が
見
つ
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
は
、
約
12
万
～
13
万
年
前
に
関
東
の
大

部
分
が
浅
海
だ
っ
た
頃
、
そ
の
海
底
に
棲
ん
で

い
た
貝
た
ち
の
化
石
で
す
。
こ
の
広
大
な
浅
海

は
、「
古
東
京
湾
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

化
石
の
中
に
は
、
現
在
の
海
で
は
見
る
こ
と

が
で
き
な
い
貴
重
な「
絶
滅
種
」も
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。
貝
は
、
種
類
に
よ
っ
て
好
む
水
温
や

場
所
が
違
う
た
め
、
13
万
年
前
の
海
底
環
境

を
知
る
た
め
の
重
要
な
ヒ
ン
ト
と
な
る
の
で
す
。

【
崎
浜
カ
キ
化
石
床
】

加
茂
地
区
に
は
、「
崎
浜
カ
キ
化
石
床
」と

呼
ば
れ
る
場
所
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
古
東

京
湾
の
泥
干
潟
に
密
集
し
て
生
息
し
た
マ
ガ
キ

が
化
石
と
な
っ
た
も
の
で
、
県
道
１
１
８
号
線

沿
い
に
高
さ
５
ｍ
、
幅
約
70
ｍ
に
わ
た
る
化
石
の

層
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
化
石
層
の

正
体
は
、
カ
キ
殻
に
卵
が
付
着
し
成
長
、
そ
の

カ
キ
殻
に
ま
た
卵
が
付
着
し
成
長
す
る
と
い
っ

た
こ
と
を
繰
り
返
し
て
で
き
あ
が
っ
た「
カ
キ
の

島
」な
の
で
す
。

【
崎
浜
カ
キ
化
石
床
と
古
墳
時
代
の
お
墓
】

古
墳
時
代
に
は
、
カ
キ
の
化
石
層
を
ト
ン

市
民
学
芸
員
が
語
る　　　　　　
シ
リ
ー
ズ
❸

ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
豆
知
識

ネ
ル
状
に
掘
り
込
ん
で
、
横
穴
墓
と
い
う
お
墓

が
作
ら
れ
ま
し
た
。
横
穴
墓
は
、
茨
城
県
内

で
は
県
北
地
域
に
集
中
し
、
県
南
で
は
あ
ま
り

見
ら
れ
な
い
墓
制
で
す（
崎
浜
横
穴
群
は
、
現

在
16
基
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
）。
さ
ら
に
、

崎
浜
横
穴
群
の
場
合
は
、
亡
骸
を
安
置
す
る

場
所（
屍
床
）が
一
段
高
く
造
ら
れ
た「
高
壇
式
」

（
房
総
地
域
に
み
ら
れ
る
形
態
）と
呼
ば
れ
、

県
内
で
は
か
す
み
が
う
ら
市
で
の
み
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。
古
墳
時
代
に
お
け
る
他
地
域
と
の

交
流
、
も
し
く
は
人
の
移
住
な
ど
を
物
語
る

貴
重
な
遺
跡
で
す
。

次
回
は「
閑
居
山
百
体
磨
崖
仏
」に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。（
深
井　

征
一
郎
）

問 

郷
土
資
料
館 ☎

０
２
９
（
８
９
６
）
０
０
１
７↑崎浜の県道118 号沿いに「崎浜カキ石床」があります。
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５
月
30
日
、雪
入
川
で「
親
子
つ
り
大
会
」

が
行
わ
れ
、
１
０
８
組
２
６
４
人
の
親
子
が

参
加
し
ま
し
た
。
大
会
を
見
学
に
訪
れ
た

家
族
も
多
く
お
り
、
雪
入
川
が
多
く
の
人

で
賑
わ
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
親
子
は
、
つ
り
針
に
イ
ク
ラ
や

ブ
ド
ウ
ム
シ
な
ど
の
餌
を
付
け
、
糸
を
垂

ら
し
、
放
流
さ
れ
た
ニ
ジ
マ
ス
を
釣
り
あ
げ

ま
し
た
。
日
の
当
た
り
具
合
や
水
の
流
れ

な
ど
、
釣
り
を
す
る
場
所
の
条
件
に
よ
り

釣
れ
た
数
量
に
差
は
あ
る
も
の
の
、
参
加

者
は
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
大

会
結
果
は
、
昨
年
準
優
勝
の
川
崎
親
子
が

雪
辱
を
果
た
し
栄
冠
に
輝
き
ま
し
た
。

ま
た
、
釣
り
大
会
の
表
彰
式
後
に
恒
例

の
つ
か
み
取
り
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は

川
の
中
に
入
り
、
必
死
に
魚
を
追
い
か
け

て
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
普

段
の
生
活
で
は
味
わ
え
な
い
、
良
い
体
験
の

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

いろはニジマスが釣れ
喜ぶ子どもたちにほへ
とつかみ取りを楽しむ
子どもたちちりぬる親
子や兄弟で釣りを楽し
む参加者を釣り大会の
全景

市子ども会育成連合会事業

子どもたちの
歓声が響き渡った一日

～親子つり大会～

Camera Report

parent-and-child fishing convention in yukiiri river 

in 雪入川

ろい は に

《 親子つり大会成績 》（敬称略）

◦総重量

優 勝 4.15kg 川崎達樹・和美（下稲吉東小）

準 優 勝 3.90kg 香取祐輝・孝幸（佐賀小）

第 3 位 3.50kg 宮﨑泰雅・美江（牛渡小）

第 4 位 2.40kg 清水虹花・藤原正（下稲吉小）

第 5 位 2.30kg 高岩楓花・正臣（新治小）

◦大きさ

教育長賞（大物賞）40cm 栗原知穂・世吏（新治小）

【優勝】

【大物賞】

ほ

とちり

ぬ

る
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